
 

会員募集中！屋久島ファンクラブ 
 ～未来に伝えたい 屋久島のすばらしい自然を～ 

 
〈入会のご案内〉 

屋久島環境文化財団では、世界自然遺産の島屋久島の
すばらしい自然を未来へ引き継ぐための様々な活動を
支援いただくために「屋久島ファンクラブ」の会員を募
集しています。一人でも多くの皆様のご入会を、心より
お待ちしています。 
 

年会費：２，０００円（複数年可） 
 
 

特 典：会員証の贈呈！ 
ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸまたはｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞｯｽﾞの贈呈！ 

     文化村センター観覧料無料！ 

     研修センター利用時の各種割引！ 

     機関紙「屋久島通信」送付 ほか 
 
 

☆お問合せは、文化村センターまで（℡42-2900） 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１日付けで、一湊区が屋久島里めぐり推進協議会に加盟しました。一湊は古くから漁業の町として栄え、

屋久島の特産品で有名な「首折れサバ」の基地で、環境省の「香り百選」に選ばれた「サバ節」が特産品です。

現在里めぐり（集落散策）実施集落は７集落です。各集落で異なった雰囲気が味わえます。皆様のご参加をお待

ちしております！！ 

≪屋久島里めぐり≫ 協議会キャラクター 

屋久島の歴史、文化、自然、産業などの集落のみどころを地元の語り部がご案内します。 ４ さとるくん月

２４日，屋久島里めぐり推進協議会の総会に                                       

≪屋久島里めぐり≫ 

屋久島の歴史，文化，自然，産業などの集落のみどころを地元の語り部がご案内します。 

 協議会キャラクター 

                                                     さとるくん 

 

 

 

 

【交流ホール】 

 

平成２７年度 

環境省 アクティブレンジャー写真展 
 

～私たちが伝えたい よかとこ九州 地域の魅力～ 
 

九州で活躍するアクティブレンジャーが日常の業務の中
で撮影した写真、アクティブレンジャーや国立公園等につ
いて紹介したパネルを展示します。 

入場は無料です。皆様のご来場をお待ちしています。 

 

日  時：９月２日（水）～９月３０日（水） 

      ９時～１７時 

会  場：文化村センター 

 

 

☆お問い合せは、文化村センターまで（℡42-2900） 

 

 

第 179 号 平成 27 年 5 月発行 
公益財団法人 屋久島環境文化財団

第 183 号 平成 27 年 9 月発行 

公益財団法人 屋久島環境文化財団  ℡42-2911 FAX49-1018 

実施集落：永田・吉田・一湊・宮之浦・春牧・平内・中間 

参 加 費：１人 １，５００円（小学生以上） 

時 間：２～３時間程度 

申 込：屋久島里めぐり推進協議会 

屋久島環境文化村センター内（℡42-2900） 

休館日のお知らせ 

文化村センター ９月は、全日開館します。 

研修センター ９月２８日（月）、１０月５日（月）が休館日です。 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇ 財団の活動報告 ◇◇◇ 
○第 1 回屋久島研究講座 
 8 月 8 日（土）、屋久島世界遺産地域科学委員会の

委員の方による発表会を開催しました。 

 ヤクシカの施策に対する検証や、屋久島エコパーク

についてなど貴重なお話しをしていただきました。 
 

 

 

 

 

 

 
○屋久島環境文化財団特別企画 

大坪裕美写真展「屋久島の里」 
             

平成 27 年 7 月 26 日

～8 月 31 日までの間、

文化村センター交流ホ

ールにて写真展が開催

されました。来場したお

客様からは、「屋久島の

集落の良さが伝わる素晴らしい写真でした」等の感想

をいただき、多くのお客様で夏の文化村センターは賑

わいを見せました。 

◇◇◇ 賛助企業紹介 ◇◇◇ 
  

財団を支えて頂いている賛助企業を紹介します。

 
 
 

 

島内の印刷物の需要に対応出来るように印刷製本

設備を持ち自社生産しています。 

最近は紙媒体への印刷需要が減少しております

が、紙製品以外の需要が増加してきています。特に

のぼりや横断幕、看板、T シャツなど鹿児島工場で

生産できるようになり多種多様な品種に対応できる

ようになりました。 

私たちは地域社会に貢献していけるように使命感

を持ち、皆様のご要望にお応えして参ります。印刷

に関わるご質問等はお気軽にお問い合わせくださ

い。 
☆お問い合せ先 0997-43-5021☆ 

賛 助 企 業 募 集 中   
お問合せ先 

42-2911 

～インストラクター便り～ 『ヤクシカ・ヤクザルの大きさ』 インストラクター 山口翔太 

 屋久島を代表する動物と言えばヤクシカとヤクザル（正式にはヤクシマザル）ですね。このヤクシカとヤクザル

は本土にいるシカやサルと違った特徴があることを知っていますか？本土でシカを見たことがある人はお分

かりだと思いますが、ヤクシカやヤクザルは体のサイズが小さいんです。これは２つの法則のためといわれて

います。 

 まず、１つ目は、「同じ種類の動物なら寒いところにすむものほど大きく、暑いところにすむものほど小さ

い」という法則です。これは寒いところほど体を大きくして熱を逃がしにくくするためであり、暑いところで

はその必要がないからです。シカの場合は、九州にすむキュウシュウジカに比べて本州にすむホンシュウジカ

の方が大きく、北海道にすむエゾジカはさらに大きいです。屋久島は本土よりもあたたかいのでサイズが小さ

いんですね。 

 ２つ目は、「島に住む動物は小さくなる」という法則です。島に住む動物はエサが限られ 

ているので、体を大きくしすぎるとエサが充分に食べられなくなってしまいます。島で充分 

にエサを食べて暮らして行くには小さい方が適しているんですね。（※小型動物の場合は、天敵が 

いないことや競争相手が少ないことにより、通常よりも大型になる場合があると言われています。） 

 屋久島ではシカやサルを目にすることは珍しくないですが、今度見つけたときはそのサ 

イズにも注目してみて下さい。 

よろしく 

おねがいします！


	まるりん通信9月号　表
	まるりん通信9月号　裏

